
1

タ

イ

ト

ル:

『

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

５

６

山

菜

の

天

ぷ

ら

』

第
一
幕
：
奇
想
天
外
の
新
作
発
表

シ

ー

ン

1

：

た

い

焼

き

ト

ム

開

店

準

備

（

店

内

、

早

朝

。

た

い

焼

き

器

の

音

が

響

く

。

ト

ム

は

ハ

イ

テ

ン

シ

ョ

ン

で

歌

い

な

が

ら

準

備

中

。

店

内

に

は

和

洋

折

衷

の

奇

抜

な

ポ

ス

タ

ー

が

貼

ら

れ

、

店

の

隅

に

は

「

過

去

の

奇

抜

た

い

焼

き

ラ

ン

キ

ン

グ

」

の

ボ

ー

ド

が

立

て

か

け

ら

れ

て

い

る

。

）

ト

ム

：

「

お

は

よ

う

、

ジ

ャ

パ

ニ

ー

ズ

た

い

焼

き

ワ

ー

ル

ド

！

今

日

も

俺

の

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

で

世

界

を

変

え

る

ぞ

ー

！

」

（

ク

ル

ッ

と

回

っ

て

た

い

焼

き

器

を

パ

カ

ッ

と

開

け

る

）

魚

住

：「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

、
ト

ム

さ

ん…

。

で

、

今

日

の

新

作

は…
…

っ

て

、

何

で

す

か

こ



2

れ

！

？

葉

っ

ぱ

！

？

緑

色

の

何

か

が

突

き

出

て

る

ん

で

す

け

ど

！

！

」

ト

ム

：

「H
A
H
A
H
A

！

見

よ

、

こ

の

黄

金

色

に

輝

く

サ

ク

サ

ク

の

衣

！

『

山

菜

の

天

ぷ

ら

た

い

焼

き

』
、
誕

生

だ

！
」
（

ど

ー

ん

と

差

し

出

す

）

魚

住

：

「

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

く

だ

さ

い

よ

、

ト

ム

さ

ん

！

普

通

た

い

焼

き

っ

て

、

こ

う…

ア

ン

コ

と

か

、

ク

リ

ー

ム

と

か

、

ス

イ

ー

ツ

系

が

主

流

で

す

よ

ね

！

？

な

ん

で

天

ぷ

ら

な

ん

で

す

か

！

？

」

ト

ム

：
「W

hy
not

！
？

た

い

焼

き

は

自

由

の

象

徴

！

甘

い

も

辛

い

も

、

モ

チ

モ

チ

も

サ

ク

サ

ク

も

、

一

つ

に

な

れ

る

素

晴

ら

し

い

食

べ

物

だ

ろ

う

！

？

」

魚

住

：

「

い

や

、

そ

れ

は

ま

ぁ

、

そ

う

か

も

し

れ

ま

せ

ん

け

ど…

」



3

（

ト

ム

、

た

い

焼

き

器

に

生

地

を

流

し

込

み

、

カ

リ

ッ

カ

リ

に

揚

が

っ

た

山

菜

天

ぷ

ら

を

慎

重

に

置

く

。

香

ば

し

い

ゴ

マ

油

と

、

山

菜

の

爽

や

か

な

香

り

が

漂

う

。

）

ト

ム

：

「

嗅

い

で

み

ろ

、

魚

住

！

春

の

息

吹

と

和

の

香

り

が

融

合

し

た

、

こ

の

神

秘

的

な

ア

ロ

マ

を

！

」

魚

住

：

「

う

わ

っ…

確

か

に

、

天

ぷ

ら

の

香

ば

し

さ

が

生

地

の

甘

さ

と

混

じ

っ

て…

妙

に

食

欲

を

そ

そ

る…

」

ト

ム

：

「

食

べ

る

前

か

ら

美

味

い

、

そ

れ

が

真

の

飯

テ

ロ

た

い

焼

き

！

」

魚

住

：

「

（

た

め

息

）

ま

ぁ

、

や

る

し

か

な

い

で

す

ね…

」

第
二
幕
：
試
食
と
波
乱
の
開
始

シ

ー

ン

2

：

お

客

の

飯

テ

ロ



4

（

４

人

の

客

が

登

場

、

そ

れ

ぞ

れ

の

反

応

を

見

せ

る

）

客

A

（

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

）

：

「

疲

れ

た

仕

事

帰

り

に…

こ

れ

は

一

体

？

」

（

一

口

食

べ

る

）

客

A

：

「

ザ

ク

ッ

！

じ

ゅ

わ

っ

！

う

わ

っ

、

天

ぷ

ら

の

香

ば

し

さ

が

口

い

っ

ぱ

い

に

広

が

る…

！

な

の

に

、

た

い

焼

き

の

生

地

の

も

ち

も

ち

感

が

合

わ

さ

っ

て

、

甘

じ

ょ

っ

ぱ

さ

の

波

が

押

し

寄

せ

て

く

る

！

」

（

隣

の

客

B

、

学

生

風

の

青

年

が

恐

る

恐

る

口

に

運

ぶ

）

客

B

（

学

生

）

：

「

ん

ん…

？

あ

、

あ

れ…

？

な

ん

だ

こ

の

後

引

く

美

味

さ…

！

止

ま

ら

な

い…

！
」
（

無

意

識

に

も

う

一

口

か

ぶ

り

つ

く

）

客

C

（

グ

ル

メ

系

Y
ou

T
u
b
er

）
：
「

う

わ

ぁ…

こ

れ

絶

対

バ

ズ

る

味

だ

よ

！

」

（

ス

マ

ホ

で

撮

影

し

な

が

ら

、

細

か

く

解

説

）



5

客

C

：

「

サ

ク

サ

ク

の

衣

に

ジ

ュ

ワ

ッ

と

広

が

る

山

菜

の

旨

味

！
こ

れ

ぞ

新

感

覚

の

た

い

焼

き

！

コ

メ

ン

ト

欄

、

絶

対

に

荒

れ

る

ぞ…

！

」

（

最

後

の

客

D
、

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

が

慎

重

に

手

を

伸

ば

す

）

客

D

（

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

）

：

「

こ

ん

な

変

わ

っ

た

た

い

焼

き

、

初

め

て

じ

ゃ

わ…
」

（

一

口

）

（

目

を

見

開

き

、

手

が

震

え

る

）

客

D

：

「

あ

ぁ…

こ

れ

は…

懐

か

し

い

味

が

す

る…

山

菜

の

香

り…

ま

る

で

山

の

春

の

匂

い

じ

ゃ…

」

（

感

動

し

て

涙

ぐ

む

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

を

見

て

、

魚

住

が

驚

く

）

魚

住

：

「

ま

、

ま

さ

か

の

涙

！

？

こ

れ

、

そ

ん

な

に

感

動

す

る

味

な

ん

で

す

か

！

？

」

第
三
幕
：
有
名
登
山
家
が
来
店



6

（

店

に

一

人

の

屈

強

な

男

が

入

っ

て

く

る

。

そ

の

名

も

有

名

登

山

家

・
神

崎

岳

人

）

神

崎

岳

人

：

「

ほ

ぅ…

山

菜

の

天

ぷ

ら

た

い

焼

き

と

な

？

」

魚

住

：

「

あ

、

あ

な

た

は…

！

テ

レ

ビ

で

よ

く

見

る

登

山

家

の

神

崎

岳

人

さ

ん

！

？

」

（

神

崎

、

無

言

で

た

い

焼

き

を

掴

み

、

勢

い

よ

く

か

ぶ

り

つ

く

）

神

崎

岳

人

：

「…
…

！

！

」

（

数

秒

の

沈

黙

の

あ

と

、

天

を

仰

ぎ

叫

ぶ

）

神

崎

岳

人

：
「

う…

う

ま

ぁ

ぁ

ぁ

ぁ

ぁ

い

！
！
！

山

の

恵

み

が

た

い

焼

き

の

中

に

詰

め

込

ま

れ

て

い

る

！

！

こ

れ

は

ま

る

で…

大

自

然

の

懐

に

抱

か

れ

て

い

る

か

の

よ

う

な

安

心

感…

！

」

（

魚

住

が

唖

然

と

す

る

）

魚

住

：

「

す

ご

い…

こ

こ

ま

で

の

大

絶

賛…

」



7

（

ト

ム

が

ニ

ヤ

リ

と

笑

い

、

奥

か

ら

め

ん

つ

ゆ

を

取

り

出

す

）

ト

ム

：

「

岳

人

さ

ん

、

こ

れ

を

試

し

て

み

て

く

れ

」

（

め

ん

つ

ゆ

の

中

に

た

い

焼

き

を

じ

ゅ

わ

っ

と

浸

す

。

つ

ゆ

の

香

り

が

立

ち

込

め

る

）

神

崎

岳

人

：

「…

こ

れ

は

！

？

」

（

一

口

食

べ

る

）

（

目

を

見

開

き

、

全

身

が

震

え

る

）

神

崎

岳

人

：

「

う

ぉ

ぉ

ぉ

ぉ

ぉ

ぉ

！

最

ッ

ッ

ッ

高

だ

ぁ

ぁ

ぁ

！

！

」

（

店

内

が

拍

手

喝

采

に

包

ま

れ

る

）

第
四
幕
：
富
士
山
で
の
出
張
販
売

（

神

崎

岳

人

、

店

内

の

片

隅

で

腕

を

組

み

な

が

ら

し

み

じ

み

と

つ

ぶ

や

く

）



8

神

崎

岳

人

：

「

こ

の

た

い

焼

き…

登

山

客

に

も

食

べ

さ

せ

た

い

な…

」

ト

ム

：

「

ホ

ワ

ッ

ト

！

？

登

山

客

！

？

」

神

崎

岳

人

：

「

富

士

山

の

登

山

客

た

ち

は

、

長

い

道

の

り

を

歩

く

。

腹

が

減

る

。

し

か

し

、

食

べ

る

の

は

携

帯

食

や

カ

ッ

プ

麺

ば

か

り…

こ

ん

な

に

う

ま

い

も

の

が

あ

っ

た

ら

、

力

が

湧

く

だ

ろ

う

に…

」

（

ト

ム

、

パ

チ

ン

と

指

を

鳴

ら

す

）

ト

ム

：

「

オ

ー

ケ

ー

！

そ

れ

な

ら

俺

た

ち

が

行

く

し

か

な

い

だ

ろ

！

」

（

場

面

転

換

：

富

士

山

の

五

合

目

。

ト

ム

と

魚

住

が

屋

台

を

設

置

。

看

板

に

は

大

き

く

『

山

菜

天

ぷ

ら

た

い

焼

き

出

張

販

売

！
登

山

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

補

給

に

！

』

と

書

か

れ

て

い

る

）

シ

ー

ン

1

：

登

山

客

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン
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（

次

々

と

登

山

客

が

通

り

か

か

る

。

最

初

に

や

っ

て

き

た

の

は

40

代

の

ハ

イ

カ

ー

）

客

A

（

ハ

イ

カ

ー

）

：

「

な

ん

だ

こ

れ

は

！

？

富

士

山

で

た

い

焼

き

！

？

」

（

一

口

食

べ

る

）

客

A

：
「

な

、
な

ん

だ

こ

れ

は

！
？

う

ま

い…

！

カ

リ

ッ

と

し

た

天

ぷ

ら

の

衣

が

、

ほ

ん

の

り

甘

い

生

地

に

包

ま

れ

て…

う

ぉ

ぉ

、

口

の

中

が

春

の

山

だ…

！

」

（

次

に

や

っ

て

き

た

の

は

外

国

人

観

光

客

）

客

B

（

外

国

人

）

：

「

オ

ー

！

タ

イ

ヤ

キ

？

ジ

ャ

パ

ニ

ー

ズ

フ

ー

ド

？

オ

レ

、
タ

ベ

ル

！
」
（

パ

ク

リ

と

一

口

）

（

突

然

、

驚

き

の

表

情

を

浮

か

べ

る

）

客

B

：

「

ホ

ワ

ッ

！

？

ク

リ

ス

ピ

ー

！

ス

ウ

ィ

ー

ト

！

ア

ン

ド…

サ

ボ

リ

ー

！

？

な

、

な

ん

だ

こ

れ

は

！

？

サ

ク

サ

ク

と

モ

チ

モ

チ

が

共

存

し



10

て

い

る

！

？

ジ

ャ

パ

ニ

ー

ズ

・
フ

ー

ド

・
マ

ジ

ッ

ク

！

！

」

（

魚

住

、

苦

笑

し

な

が

ら

頷

く

）

魚

住

：

「

ま

あ

、

確

か

に

不

思

議

な

う

ま

さ

で

す

よ

ね…

」

（

そ

こ

へ

疲

れ

果

て

た

若

い

登

山

者

が

や

っ

て

く

る

）

客

C

（

若

い

登

山

者

）

：

「

は

ぁ…

は

ぁ…

も

う

ダ

メ

だ…

エ

ネ

ル

ギ

ー

が…

」

ト

ム

：

「

ヘ

イ

！

そ

ん

な

時

こ

そ

、

こ

の

山

菜

天

ぷ

ら

た

い

焼

き

を

試

す

べ

き

だ

！

」

（

若

い

登

山

者

、

力

な

く

た

い

焼

き

を

受

け

取

っ

て

か

じ

る

）

客

C

：

「…

！

？

」

（

突

然

、

目

が

キ

ラ

キ

ラ

輝

き

出

す

）
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客

C

：

「

う

わ

ぁ

ぁ

！

う

め

ぇ

ぇ

！

力

が

湧

い

て

く

る

ぅ

ぅ

ぅ

！

」

（

全

身

が

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

満

ち

溢

れ

た

よ

う

に

立

ち

上

が

る

）

（

そ

こ

へ

、

さ

ら

に

登

山

ガ

イ

ド

が

や

っ

て

く

る

）

客

D

（

登

山

ガ

イ

ド

）

：

「

お

や

、

珍

し

い

で

す

ね

。

た

い

焼

き

の

屋

台

と

は…
ど

れ

、

一

つ…

」

（

登

山

ガ

イ

ド

、

ゆ

っ

く

り

か

じ

る

）

（

数

秒

の

沈

黙

の

後

、

目

を

閉

じ

る

。

そ

し

て

静

か

に

言

う

）

客

D

：
「…

…

こ

れ

は

、
ま

さ

に…

山

そ

の

も

の

の

味

だ…

」

（

周

囲

の

登

山

客

が

ざ

わ

つ

く

）
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客

D

：

「

春

の

息

吹

、

清

流

の

冷

た

さ

、

そ

し

て

深

い

山

の

香

り…

ま

る

で

、

食

べ

る

森

林

浴…
！

」

（

ト

ム

と

魚

住

、

満

足

げ

に

笑

う

）

ト

ム

：

「

フ

フ

フ…
フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

の

旅

は

、

ま

だ

ま

だ

続

く

ぜ

！

」

（

場

面

転

換

。

富

士

山

の

風

景

を

バ

ッ

ク

に

、

登

山

客

た

ち

が

た

い

焼

き

を

頬

張

る

姿

が

映

し

出

さ

れ

る

）

（S
N
S

の

投

稿

が

流

れ

る

）

「#

富

士

山

で

た

い

焼

き

#

意

外

と

ア

リ

#

山

菜

の

味

が

深

い

#

天

ぷ

ら

の

カ

リ

カ

リ

が

最

高

」
第
五
幕
：
大
成
功
と
新
た
な
る
挑

戦
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（

場

面

転

換

：

ト

ム

と

魚

住

、

店

内

で

新

聞

を

広

げ

て

い

る

）

魚

住

：

「

店

長

、

大

変

で

す

！

ニ

ュ

ー

ス

に

な

っ

て

ま

す

！

」

（

新

聞

の

見

出

し

：

「

富

士

山

五

合

目

、

謎

の

た

い

焼

き

ブ

ー

ム

！
し

か

し

高

山

病

者

続

出

！
」
）

ト

ム

：

「

な

、

な

ん

だ

っ

て

！

？

美

味

し

す

ぎ

て

、

高

山

病

！

？

」

（

テ

レ

ビ

画

面

に

は

登

山

客

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

映

像

が

流

れ

る

）

登

山

客

A

：
「

も

う

美

味

し

く

て

美

味

し

く

て

、

つ

い

食

べ

過

ぎ

ち

ゃ

っ

て…

気

が

つ

い

た

ら

頭

が

ク

ラ

ク

ラ

し

て…

」

登

山

客

B

：

「

最

初

は

一

個

だ

け

の

つ

も

り

だ

っ

た

の

に

、

つ

い

三

つ

四

つ

食

べ

ち

ゃ

っ

て…

そ

の

ま

ま

登

り

続

け

た

ら

、

ヤ

バ

か

っ

た

っ

す

！

」
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登

山

ガ

イ

ド

：

「

食

べ

た

後

、

元

気

に

な

り

す

ぎ

て

一

気

に

登

ろ

う

と

し

た

結

果

、

高

山

病

に

な

る

人

が

続

出

し

ま

し

た…

た

い

焼

き

の

食

べ

す

ぎ

に

は

要

注

意

で

す

ね

。

」

（

ト

ム

、

腕

を

組

ん

で

深

く

う

な

ず

く

）

ト

ム

：

「…

美

味

し

さ

は

時

に

罪

だ

な

。

」

（

魚

住

、

呆

れ

た

表

情

で

た

め

息

を

つ

く

）

魚

住

：

「

い

や

、

普

通

そ

ん

な

こ

と

に

は

な

ら

な

い

で

す

か

ら…

」

（

し

か

し

、
そ

の

横

で

S
N
S

に

は

新

た

な

投

稿

が

続

々

と

ア

ッ

プ

さ

れ

て

い

る

）

「#

や

っ

ぱ

り

富

士

山

で

た

い

焼

き

#

で

も

食

べ

す

ぎ

注

意

#

高

山

病

も

怖

い

け

ど

美

味

し

す

ぎ

る

#

ま

た

食

べ

た

い

」

（

ト

ム

、

再

び

笑

顔

に

な

る

）
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ト

ム

：

「

フ

フ

フ…

な

ら

ば

次

は

、

さ

ら

に

高

地

で

の

挑

戦

だ

！

」

魚

住

：

「

は

！

？

ち

ょ

、

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

く

だ

さ

い

！

」

（

場

面

転

換

：
ヒ

マ

ラ

ヤ

の

ベ

ー

ス

キ

ャ

ン

プ

）

（

氷

点

下

の

風

が

吹

き

す

さ

ぶ

な

か

、

ト

ム

が

満

面

の

笑

み

で

た

い

焼

き

を

焼

い

て

い

る

。

魚

住

は

完

全

防

寒

装

備

で

震

え

て

い

る

）

魚

住

：

「

い

や

、

無

理

無

理

無

理

無

理

！

！

こ

ん

な

と

こ

で

た

い

焼

き

売

る

な

ん

て…

！

！

」

ト

ム

：
「

ノ

ー

プ

ロ

ブ

レ

ム

！
標

高

5000

メ

ー

ト

ル

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

食

、
そ

れ

が

俺

た

ち

の
『

山

菜

天

ぷ

ら

た

い

焼

き

』

だ

！

」

（

そ

こ

へ

、

ヒ

マ

ラ

ヤ

登

山

を

控

え

た

登

山

家

た

ち

が

興

味

深

げ

に

近

づ

く

）
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登

山

客

E

（

欧

米

登

山

家

）

：

「

な

ん

だ

こ

の

食

べ

物

は

？

」

登

山

客

F
（

日

本

人

登

山

家

）

：

「

た

い

焼

き…

！

？

こ

こ

で

！

？

面

白

い

な

！

」

（

登

山

客

た

ち

が

恐

る

恐

る

た

い

焼

き

を

か

じ

る

）

登

山

客

E

：

「

ホ

ッ

ト…

ク

ラ

ン

チ

ー…

モ

チ

モ

チ…

マ

ジ

ッ

ク

！

！

」

登

山

客

F

：

「

う

、

う

ま

い

！

！

な

ん

だ

こ

の

バ

ラ

ン

ス

感

覚

！

！

外

は

サ

ク

ッ

、

中

は

ふ

わ

っ

、

そ

し

て

天

ぷ

ら

の

サ

ク

サ

ク…

！

！

こ

れ

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

補

給

ど

こ

ろ

か

、

感

動

の

一

品

だ

！

！

」

（

そ

こ

へ

、

登

山

ガ

イ

ド

が

走

っ

て

く

る

）

登

山

ガ

イ

ド

G

：

「

お

い

、

こ

こ

の

た

い

焼

き

を

食

べ

た

登

山

客

た

ち

が

、

次

々

と

エ

ベ

レ

ス

ト

に

挑

戦

し

よ

う

と

し

て

る

ぞ

！

！

」
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魚

住

：

「…

絶

対

、

ま

た

問

題

に

な

り

ま

す

よ

ね

？

」

（

ト

ム

、

キ

ラ

リ

と

笑

い

な

が

ら

）

ト

ム

：

「

美

味

し

さ

の

前

に

、

人

間

は

無

力

な

の

さ

！

」

（

魚

住

、

顔

を

覆

っ

て

ガ

ッ

ク

リ

と

し

ゃ

が

み

込

む

）


	第一幕：奇想天外の新作発表
	シーン1：たい焼きトム開店準備

	第二幕：試食と波乱の開始
	シーン2：お客の飯テロ

	第三幕：有名登山家が来店
	第四幕：富士山での出張販売
	シーン1：登山客のリアクション

	第五幕：大成功と新たなる挑戦

